· 佐賀大学学位規則（抜粋）

（博士の学位授与の要件）

第6条　博士の学位は，本学大学院の博士課程を修了した者又は本学大学院の博士課程の後期3年の課程（以下「博士後期課程」という。）を修了した者に授与するものとする。

（学位の申請）

第7条

２  第6条第1項に規定する学位の授与を受けようとする者は，学位申請書（別紙第2   号様式）に博士論文，論文目録（別紙第4号様式），博士論文の要旨及び履歴書を添え，研究科長を経て，学長に提出しなければならない。

（最終試験）

第12条　最終試験は，第7条第1項及び第2項の規定により申請のあった者に対し，博士論文の審査を終えた後，博士論文を中心として，これに関連のある科目について筆記又は口述により行うものとする。

（審査結果の要旨の報告）

第16条　審査員は，第7条第2項の規定により申請のあった者の博士論文の審査及び最終試験を終了したときは，その結果の要旨を速やかに研究科委員会に報告するものとする。

３　前2項の報告は，文書をもって行うものとする。

· 佐賀大学大学院理工学研究科（博士後期課程）における課程修了による学位の授与に関する取扱要項（抜粋）

   （博士論文公聴会）

第5条　審査員は，博士論文審査の一環として，博士論文の公聴会を開催しなければならない。

２　公聴会の日程等は，開催日の1週間前までに公示するものとする。

    （最終試験の通知）

第6条　審査員は，学位規則第12条に規定する最終試験の内容，方法及び期日等を定   め，これを実施日の1週間前までに学位を申請した者に通知するものとする。

（博士論文の審査及び最終試験結果の報告）

第8条　審査員は，博士論文の審査及び最終試験が終了したときは，博士論文審査及び最終試験結果報告書を研究科長に提出するものとする。

